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別 紙 ３ 

平成２６年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 

 
 １．研究領域番号  Ａ６ 教育情報メディア 
 
 ２．研究課題名  クラウドとビッグデータの社会を前提とした情報倫理教育教材の開発 
 
 ３．研 究 期 間  平成 26 年 4 月 1 日 ～ 平成 27 年 3 月 31 日 
 
 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

中村 純 広島大学・情報メディア教育研究センター 教授  

 
 ５．研究分担者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 
上原 哲太郎 立命館大学・情報理工学部 教授  

山之上 卓 鹿児島大学・学術情報基盤センター 教授  

岡部 成玄 北海道大学 名誉教授  

深田 昭三 愛媛大学・教育学部 教授  

多川 孝央 九州大学・情報基盤研究開発センター 助教  

村田 育也 福岡教育大学大学院・教育学研究科 教授  

山田 恒夫 放送大学 ICT 活用・遠隔教育センター国際連

携部門 教授  

中西 通雄 大阪工業大学・情報科学部 教授  

上田 浩 京都大学・学術情報メディアセンター 准教授  

布施 泉 北海道大学・情報基盤センター 教授  

辰己丈夫 放送大学・教養学部 准教授  
 
６．共同研究の成果 

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 
申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800字～1,000字で，できるだけ分かりやすく 
記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  
発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

本研究の目的は，変化の激しい情報社会の中で，学習者が情報倫理や情報セキュリティの知識等

を総合的に鑑みて，各情報に合った選択や判断を行い，主体的に活動できるようにするための教育

コンテンツや学習手法を開発し，啓蒙していくことにある。当然ながら，知識としての習得だけで

はなく，個としての態度や社会的な合意形成といった活動も意識する。 

私たちは，これまで情報倫理教育のためのビデオ教材を継続的に開発してきたが，平成 26年度は，

大学 ICT 推進協議会の経費にて，情報倫理デジタルビデオ小品集５の開発に取り組み，完成に至っ

た。その際には，本共同研究における各種議論が，当該教材のシナリオ開発において，大変有益で

あった。この場を借りて，その寄与に，感謝申し上げる次第である。 

本共同研究のタイトルでは，「クラウド」と「ビッグデータ」の２つのキーワードを挙げている。 
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クラウドの観点からは，「そのデータはどこにある？」というシナリオを作成し，データの所在

と，その管理のあり方についてのトラブル事例と解説を付した。クラウドにデータを置き，そのデ

ータが消えた状況をもとに，クラウドにデータを置くのがまずいといった一面的な視点ではなく，

どのようなデータをどのように置くべきか，置かざるべきかという観点でシナリオを作成している。 

ビッグデータの側面からは，「GPS とプライバシー」というタイトルのシナリオを作成した。GPS

情報は，災害などの場合にどのように利用すべきか，という観点を含め，研究代表者・分担者で議

論を行った末に，当該シナリオにおいては，大学生に馴染みの深い内容に落とし込む作業を行った。

当該シナリオの内容としては，友達の GPS 情報を，誰がどのような状況で取得できるのが望ましい

か，という視点を，アプリとの兼ね合いで紹介している。各大学の教員側で，種々の発展的な学習

活動をすることを想定し，単純なシナリオにとどめ，このクリップには解説は含めていない。各学

習者が関連の問題を深く検討するきっかけにしていただければ幸いである。 

上記のような，個々のビデオ教材の開発においてのノウハウの重要性については，本研究分担者

の山之上教授が，下記の国際会議にて発表を行っている。今後は，各発達段階・認知の段階におけ

るビデオの活用手法等を議論すべきと考えている。 

 

【関連の成果】 

１．Takashi Yamanoue, Izumi Fuse, Shigeto Okabe, Atsushi Nakamura, Michio Nakanishi, Shozo 

Fukada, Takahiro Tagawa, Tatsumi Takeo, Ikuya Murata, Tetsutaro Uehara, Tsuneo Yamada, 

Hiroshi Ueda, Computer Etihics Video Clips for University Students in Japan from 2003 until 

2013, Proc. of The 38th Annual International Computer Software & Applications Conference 

(COMPSAC2013/ADMNET WS) , 査読有, pp.96-101 (2014) 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


